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とたる．

 ん＝F（Z，R）を整数を定義域とする関数からたる可換代数とし自己準同型Gをシフト（G！）（后）＝

！（后十1）とすると

           ろ（冶）＝α、（后）一α1（ト1）， α、（后）＝α良（6（后十1）一ろ（后））

となり，これより戸田格子がえられる（Bogoyav1ensky（1990））．我々の確率モデルは非線形積分可能た

力学系と自然につながっているが，戸田格子，Eu1er方程式についての自然な確率モデルがあるかどうか

興味ある問題とおもわれる．
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道2項分布の拡張とimproperた分布

柳 本 武 美

 1．序

 確率過程において初期通過時間の概念はポピュラーであり，イメージが明確な割には統計モデルとし

ての利用はスパースである．道2項分布とその拡張した分布が人問の社会で現れる極めて変動の大きい

事象を解析するために有用と考えられる．

 2．初期通過時間モデル

 初期状態を々（自然数）とし推移確率を州とするマルコフ過程を考える．更に加＝カゴー1でかはク＜

一1のとき0であるとして，吸収壁は0であるとする．特にO＜力＜1として，力一、＝力，力。＝1一力と置く

と，初期通過時間を表す確率変数Zに対しX＝Z一后は負の2項分布になる．Yanagimoto（1989）は

力一1＝力，力・＝1一力と置くと，X＝（Z一々）／2が負の2項分布と呼ぶべき分布にたることを示した．清水・

柳本（1991）はか、，力。，力、のみが非零とたる場合を調べて，これが負の3項分布と呼ぶべき分布になる

ことを示した．渋谷によれば他にも面白い例がある．

 3．特徴と拡張

 導出から后について再生性をもつことが分かる．また導出された分布は任意の正数后に直接的に拡張

できることが多い．負の2項分布と道2項分布は簡単なリンク関数をもつ指数拡散分布族に属すること

も分かる．母数の直交性，尤度の分解の面からも都合の良い分布になる．またimproperた分布，即ち・。

の値を正の確率でとる分布，を表現できる．Mover－stayerモデルとは違って確率過程の帰結としてim－

proper分布を説明する．

 別の長所の拡張の容易性である．実際に則していると考えられる推移確率を定義すれば良い．このこ

とは分布そのものを考えるより易しいように思われる．
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 4．適 用

 入院期問，社会生活における（例えば試験）成功あるいは失敗までの期間が最初の想定される適用例

である．個体差あるいはより一般に個人差が大きい変動をもたらす．
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            Test of Homogeneity of Parameters

                       （客員）一橋大学経済学部早川毅

 々個の母集団の確率（密度）関数を∫（κ1θ1），ク＝1，2，．．．，后とする．各母集団よりm1個の標本，κ戸

（舳，．．．，κ切、），ゴ＝1，2，．．．，尾を取る．本報告は，

                仮説∬：θ、＝…＝θ尾，

                対立仮説K：ヨ5，ノ，θ洋θ5

に関する尤度比検定を考察する．

 尤度比検定規準λは

                 λ＝倉行ル舳一三）
                   ト1α三王！（κ｛α1θ｛）

      ～                     尾                          ＾

で与えられ，θは仮説∬のもとでのm＝Σm｛個の標本による最尤推定量，θゴは対立仮説Kのもとで
                  ’＝1
のm1個の標本による最尤推定量である．

                （。L 1 卿 ∂互
               ・・一、妻1・茗研1・・！（篶1I乱）

           ・（｛，。、（・）一∫兵／∂η’0論■氏）r・（1出

とおく．

 ∂一，瓦，ク＝1，2，．．．，々はツ三の’sにより漸近表示が出来るので，一21ogλはこれらの関数となる．パ〕，パえ

yチ〕，ク＝1，．．．，后の分布は多変数Edgeworth展開（Hayakawa（1976））が出来る．二21ogλの積率母関数

を1／mの項まで展開し，反転させることにより，一21ogλの分布は仮説∬のもとで漸近的に，

・／一・1・・／くκ／一八一・｛凪・r＾一・1・・（去）

み＝P｛乃くκ｝，Cはm（。里〕，m（。〕，m｛。1〕，m㈹，etc．によって表示できる．これよりBartlett補正項はρ＝

1－2C／m（々一1）十〇（1／m）となる．

 また，Pitmanの局所対立仮説K。：θFθ十ε｛／仮のもとでの一21ogλの検出力関数を1／〃の項

まで求めることが出来，それらは非心力イ二乗分布の一次結合で表示される．係数がε｛の3次の斉次式

であるので一21ogλは局所不偏であることがわかる．

                        一   尾   ＾
 なお，本間題はHayakawa（1976）に於いて，仮定：θ＝Σρ1θ・，ρF物／mのもとで考察されている
                          ｛＝1
が，この場合は本検定問題のRobustnessの研究に対応している．この仮定は多くの分布に於いて満され
る．


